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Design Studio の新機能
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Design Studio : 新インターフェース

▪ Design Studioのインターフェースをリニューアル

Design Studio 19.0 Design Studio 2022
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Design Studio : 使いやすさの向上

▪ グループ・アッセンブリーをどのメニューを使用しているときでも表示・非表示することが
可能になりました。

アッセンブリーを表示・非表示 プロパティを表示・非表示

F9 キーでも操作可能です
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Design Studio : 応力結果のベクター表示

▪ 応力ベクターがDesign Studio内で表示できるようになりました。

応力結果を詳しく理解できるようになりました
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Design Studio：キーボードショートカット

▪ ショートカットが追加されました
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Genesis の新機能
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Genesis : トポロジー最適化：Frozen Regions

▪ トポロジー最適化する時に、「キープする部分」を設定できるようになりました。「非設計
空間」のプロパティを作ることが不要になります。

Frozen Region無し Frozen Region有り

Frozen設定した面
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Genesis：疲労最適化

▪ 疲労のパラメータ（ライフ・ダメージ）は全ての最適化方法で使用できるようになりました。

ダメージトポロジー結果
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Genesis：パフォーマンス向上

▪ 最適化計算が速くなりました。最大６倍の速度向上となります。
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Genesis 19.0 Genesis 2022

計算時間（Hours）

ベンチマーク：F1モノコック
積層最適化やトポロジー最適化で実施（設計変数：数百万変数）
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Genesis：２次⇒1次要素に内部処理で変更

▪ パラメータを一つ追加することで、Genesis内部処理で２次要素を１次要素に変更できるよう
になりました。
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2nd order 1st order

解析時間

２次要素モデル

（応力解析）

1次要素モデル

（トポロジー最適化）

1次、２次要素それぞれでデータを作成しなくても、

詳細な応力解析⇔トポロジー最適化を素早く実行できるようになりました

2次要素モデル １次要素モデル
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▪ 指定した面の法線方向にアンダーカットなく形状を
作成できるようになりました。

▪ 切削部品を前提とした設計が可能になります。

Genesis : トポロジー最適化：製造条件の追加

押出しパス 面の法線方向

▪ 直線形状でしか使用できなかった押出し制約が、パ
ス形状に沿って押出し形状にすることができるよう
になりました。
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GRM Design Toolkit の新機能
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GRM Design Toolkit：リアルタイム・レスポンス
▪ 「リアルタイム・レスポンス」機能を追加しました。

▪ 選択したPSHELLの板厚を表内で変更することで、変更後の剛性変化が確認できます。

▪ 板厚を変更したモデルでの解析を都度実施する必要はありません。

▪ 例：BIWの板厚変更による効果を計算なしで確認

解析を何度も実行しなくても、瞬時にケーススタディができるようになります
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GRM Design Toolkit：User Topometry

▪ 部分ごとに違う板厚にできる部品の板厚最適化が
より便利になります。

▪ ユーザが決めたパターンをPSHELLプロパティに
適用することができるようになりました。

▪ 以下の種類の製品最適化で使用可能です。

▪ 鋳造製品

▪ インジェクション成型品

▪ 押出し成型品

製造しやすい最適化結果を出せるようになります

色分けした部分ごとに板厚最適化を
簡単にセットアップできます
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GRM Design Toolkit：ESL レスポンス作成

▪ 非線形課題を最適化するESL Dynaユーザ向け

▪ 簡単にデータ作成できる機能を追加：

▪ ESL荷重条件

▪ 荷重レスポンス

▪ 質量最小化と侵入量最小化の最適化設定

ESL最適化モデル設定時間を大幅に短縮できるようになります
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OptiAssist の新機能
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OptiAssist：ドレーピング機能改善

▪ UD材料向けに「Slide」手法を追加しました。

▪ 12Kなどの材料向けに「Lock」手法を追加しました。

▪ 織物の0/90°繊維が賦形により変化する角度を規制できます（Fig.1）

▪ 複雑な面に賦形するために、プライを「カット」する
機能を追加しました。（Fig.2）

現実的なプライ配向を解析モデルに簡単に反映することができます。

Fig. 1
Fig. 2
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OptiAssist：Reserve Factor

▪ 積層強度を「Reserve Factor」で計算することが可能になりまし
た。

▪ SIMULIA AbaqusのTsai-Wu破壊指数の計算方法をGenesisでも
計算できるようになりました。

強度計算方法の選択肢がさらに増えます



E-mail : support@grm-consulting.co.jp

OptiAssist：リアルタイム・レスポンス

積層内のプライが性能に及ぼす影響を解析なしで確認できるようになります

▪ 「リアルタイム・レスポンス」機能を追加しまし
た。

▪ 選択したプライの枚数を表内で変更することで、
その効果代が解析なしで確認できます。

▪ 積層を変更したモデルでの解析を都度実施する必
要はありません。
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OptiAssist：User Topometryの操作性向上

▪ 作成したプライパターンが見やすく表示されるようになりました。

GENESIS 19.0 GENESIS 2022
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OptiAssist：User TopometryでPly Linking

▪ User Topometryを使う時に、Ply Grouping・Ply Symmetryを定義することができるようになりました。

プライ形状最適化で製造性を考慮することが可能になります

Symmetry Pairing
• プライ板厚を同じにする
• Slaveプライの繊維配向は対称に自動設定

Ply Grouping 
• プライ板厚を守る
• プライ配向を守る
• ２枚以上のプライをグループに設定
することが可能
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OptiAssist：プライ配向最適化

▪ プライ配向最適化の機能追加を実施しました。

▪ トポメトリーで使用可能になりました

▪ ポストプロ機能を追加し、繊維配向が見やすくなりました。

ベンチマーク：CFRPシート：
質量は変更せずに、4つの荷重条件において剛性
を平均20％増やすことができました。

プライの配向最適化が簡単に使えるようになります
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OptiAssist：「Combine Thickness Results」

▪ 任意のプライの板厚を組み合わせて表示することができるようにな
りました。

▪ 例：プリフォームごとの板厚表示、特定の材料ごとに板厚表示

好きな条件でポスト処理画像を作成できるので、打合せなどでの説明が簡単になります
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For More Information:

▪ GRM Consulting株式会社

▪ support@grm-consulting.co.jp


